
 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-6. 環境配慮計画  1-7. バリアフリー計画  

 

1-６．環境配慮計画 

 

（１）長寿命化 

〇 本事業においては、竣工後 40 年以上を経過した既存建築ストックに手を入れながら将来とも大

切に使い続けることを目標とする。この事業そのものが、持続可能な社会の実現、地球環境への

配慮につながると考える。 

〇 本基本設計の「長寿命化」は「耐震補強」と「老朽化に伴う建築・設備更新」のみを対象とする。

更新については「耐用年数を過ぎ、かつ老朽化が著しいもの」のみを対象とする。耐用年数が過

ぎていても発注者から存置する指示があったものは更新しない。 

〇 本基本設計の「長寿命化」には、耐力度調査や健全性の総合評価、長寿命化設計、保全計画立案、

等は含まれていない。但し、今回の耐震補強設計範囲内のコンクリート調査結果を見ると、将来

とも適切なメンテナンスを継続していくならば今後 15 年間は（建物使用目標年数 65 年と想定）

躯体コンクリートの健全性を保つことは可能であろうと推測できる。 

 

（２）外皮の高断熱化 

  〇 尼崎市の長寿命化計画の基本方針では、外壁やサッシ等の外皮の高断熱化は求めていない。 

よって、外壁に面する内壁下地は可能な限り再利用し、その場合、断熱は無しのままとする。 

  〇 止むを得ず外壁に面する内壁下地を改修・新設する場合は、省エネルギー対策の観点から断熱材

（PUｔ25）を施工する。 

  〇 屋上の断熱性能は従前の性能を最低限維持する。 

〇 既存サッシは可能な限り再利用することとし、存置する場合も、単板ガラスから複層ガラスへの

交換といった断熱強化は行わない。 

〇 止むを得ず改修・新設するサッシは、省エネルギー対策の観点から断熱複層ガラスサッシとする。 

 

（３）機器の高効率化 

  〇 照明機器は全てが耐用年数を過ぎた在来照明のため、原則として LED照明に交換する。 

  〇 空調機器は全てが耐用年数を過ぎた旧式タイプのため、原則として高効率タイプに交換する。 

  〇 受変電設備は全てが耐用年数を過ぎた旧式タイプのため、原則として高効率タイプに交換する。 

 

（４）再生可能エネルギーの創出 

  〇 既存の大ホール屋根には太陽光発電シートが 2000 年に施工されている。今回工事では防水改修

は実施しないので、これも存置する。 

〇 今回の基本設計において検証したところ、構造的には大ホール５階屋根全面に 160KW 相当の太

陽光発電パネルを設置可能である。 

 

（５）騒音防止 

  〇 本敷地は騒音規制が「第３種区域(昼間 65db・朝夕 60db・夜間 50db）」振動規制が「第２種区域

(昼間 65db・夜間 60db）」である。本計画ではコンクリート防音壁や設備機器架台の防振ゴム等

によって、この規制値以下とする。 

 

（６）緑化計画 

〇「兵庫県環境の保全と創造に関する条例」に基づく緑化計画届については以下のように整理する。 

１）建築物の緑化基準について 

     今回工事は改築・増築にあたらない。よって、屋上面積の 20%以上となるよう努める必要はあ

るが届出は必要ない。本施設は庄下川公園に隣接していることもあり、屋上緑化は行わない。 

２）建築物（住宅及び特定工場等を除く。）の敷地の緑化基準について 

建築面積に関わらず空地面積の 20%以上の緑化義務がある。現状にて約 22%の緑化がなされ

ているため、これを維持する計画とする。 

 

（７）自然通風促進 

  〇 中間期に自然通風を促進し機械空調に頼る期間を短くすることは環境配慮という観点だけでな

く、ランニングコスト抑制という点からも重要である。本計画では既存階段室を利用した重力換

気による自然通風促進を行う。具体的には、B階段最上階のドア欄間から、「建物内の熱気が自然

に上昇し排気される」ルートを作り出し、2階~4 階の室の窓を開放すれば「気圧差により外気が

自然に流れ込むよう」計画する。B階段の欄間パネルは 2階事務室からの操作で開閉できるよう

にして管理者の負担を最小限とする。 

〇 展示室１は安定した温湿度環境維持を優先し第一種機械換気とする。中間期においても自然換気

は行わない。 

 

1-７．バリアフリー計画 

 

（１）計画の基本方針 

 

〇 本基本設計では「兵庫県福祉のまちづくり条例」の届出までは行わないが、これに準拠して整備する。 

〇 ホール棟、文化棟、接続ブリッジ、庄下川公園は特定施設（※）に該当する。原則として「整備基準」

を満足するように整備することとし、推奨レベルまでは対応しない。 
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-8.BCP 及びセキュリティ計画 （1）BCP（事業継続計画）  

 

1-８.BCP 及びセキュリティ計画 

 

（１）BCP（事業継続計画） 

 

〇 「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」では、入居する官署の特性に応じて、施設の構造体、建築

非構造部材、建築設備それぞれについて保有すべき耐震安全性の目標を規定している。 

官庁施設の多くは、地震災害時において、災害対策の指揮、情報伝達や応急復旧活動などに従事する

など、災害対策拠点施設として機能することが求められるが、本施設は耐震安全性の分類上「その他」

の施設であることに留意しつつ基本設計を行う。 

 

国土交通省館長営繕部「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における「耐震安全上の分類」 

耐震安全性の分類 

施設の用途 対象施設 耐震安全性の分類 

構造体 建築非 

構造部材 

建築 

設備 

災害対策の指揮、

情報伝達等のため

の施設 

指定行政機関が入居する施設 Ⅰ類 Ａ類 甲類 

指定地方行政ブロック機関が入居する施設 

東京圏、名古屋圏、大阪圏及び地震防災対策強化

地域にある指定行政機関が入居する施設 

指定地方行政機関のうち、上記以外のもの及びこ

れに準ずる機能を有する機関が入居する施設 

Ⅱ類 

被災者の救助、緊

急医療活動等のた

めの施設 

病院関係機関のうち、災害時に拠点として機能す

べき施設 

Ⅰ類 Ａ類 甲類 

上記以外の病院関係施設 Ⅱ類     

避難所として位置

付けられた施設 

学校、研修施設等のうち、地域防災計画で、避難

所として指定された施設 

Ⅱ類 Ａ類 乙類 

危険物を貯蔵又は

使用する施設 

放射性物質又は病原菌類を取り扱う施設、これら

に関する試験研究施設 

Ⅰ類 Ａ類 甲類 

石油類、高圧ガス、毒物等を取り扱う施設、これ

らに関する試験研究施設 

Ⅱ類 Ａ類 

多数の者が利用す

る施設 

学校施設、社会教育施設、社会福祉施設等 Ⅱ類 Ｂ類 乙類 

その他 一般官公庁施設（上記以外のすべての官庁施設） Ⅲ類 Ｂ類 乙類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本施設は耐震安全性の分類 構造体：Ⅲ類 非構造部材：B類 建築設備：乙類 である。 

今回の耐震補強設計上の基準もこれに拠る。 

 

 

 

 

国土交通省館長営繕部「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における「耐震安全性の目標」 

部  位 分 類 耐 震 安 全 性 の 目 標 

構造体 

Ⅰ類 
大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用できることを目標と
し、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。（建築基準法で
定める耐震性能の 1.5 倍） 

Ⅱ類 
大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを
目標とし、人命の安全確保に加えて機能確保が図られている。（建築基準法で
定める耐震性能の 1.25 倍） 

Ⅲ類 
大地震動により構造体の部分的な損傷は生じるが、建築物全体の耐力の低下
は著しくないことを目標とし、人命の安全確保が図られている。（建築基準法
で定める耐震性能の 1.0 倍） 

建築非構
造部材 

Ａ類 
大地震後、災害応急対策活動や被災者の受け入れの円滑な実施、または危険物
の管理の上で、支障となる建築非構造部材の損傷、移動等が発生しないことを
目標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。 

Ｂ類 大地震により建築非構造部材の損傷、移動等が発生する場合でも、人命の安全
確保と二次災害の防止が図られている。 

建築設備 
甲類 大地震動後の人命の安全確保および二次災害の防止が図られていると共に、

大きな補修をすることなく、必要な設備機能を相当期間継続できる。 

乙類 大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られている。 
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-8.BCP 及びセキュリティ計画  (2)セキュリティ計画   

 

（２）セキュリティ計画 

 

１）基本的な考え方 

 

〇 現在のホール棟および文化棟は基本的には人的施錠管理であり、一部にのみ電気錠が使用されている。

また、夜間は機械警備システムが導入されている。 

〇 ホール棟正面エントランスのホワイエ入場ドアの施開錠は防災センターから遠隔制御で行っている。 

〇 ホール棟の最終退出口は 1階指定管理者事務室脇ドアでありカードリーダーによる施開錠である。 

〇 文化棟の最終退出口は南側コア 1階の A階段脇ドアでありカードリーダーによる施開錠である。 

〇 ホール棟は、基本的な防犯区画や最終退出動線、電気錠建具位置などは変更せず従前のシステムを継

続使用する。 

〇 文化棟については、平面プランが大きく変わるため、人的施錠管理が基本であることは変わらないが、

必要に応じて機械警備用空配管を本工事（電気工事）で対応する。 

〇 ホール棟、文化棟共に機械警備システム、カードキー管理システム本体は別途とする。 

 

２）その他の留意事項 

 

〇 文化棟２階事務室は 1室で防犯区画を設け、主出入口扉はカードキーとして入退室管理する。 

受付カウンターには文化棟が閉館するまで職員が常駐している前提なので防犯区画は設けない。 

〇 文化棟４階収蔵庫には文化的な価値の高い白髪一雄画伯の作品を多数保管するため、入室経路は１ル

ートとする。そのうえで収蔵庫荷捌室への扉をカードキーにて入退室管理する。 

〇 収蔵庫荷捌室に直接アプローチできる人荷用ＥＶはカードキーによる運転制御を行う。  

 （回路のみ本工事対応。カードリーダー及びカードは別途工事として警備システムに組み込む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□現況写真 ホール棟最終退出口 

 

□現況写真 文化棟最終退出口 

1551 



 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1．建築計画概要   

 

1-９．サイン計画 

 

（１）基本方針 

 

〇本施設は、公共性の高い目的を持ち不特定多数の利用者を対象とすることから、ユニバーサルデザイ

ンの視点を取り入れて以下の３点を基本方針とする。 

 

・基本方針１：認識性 

高齢の方、障害のある方、子ども、外国人など、誰でも容易に認識、理解できるデザイン・構造・

設置方法・内容とする。 

 

・基本方針２：統一性 

関係主体の連携により情報の乱立を防ぎ、同じルール・様式によるサインの設置を推進する。 

 

・基本方針３：連続性 

サイン相互の関連性を調整し、人の動きに応じた目的地までの連続的な誘導や全体との位置関係

がわかる案内を確保する。 

 

（２）その他の留意事項 

 

〇ピクトグラム 

（※多くの人が直感的に理解できるシンプルな絵やマーク。言葉に代わるコミュニケーションツール。） 

・上記の基本方針を踏まえ、サインにはピクトグラムを積極的に使用する。ピクトグラムについては、

各施設で使われているグラフィックデザインが異なると、利用者による混乱が生じる可能性があるた

め、ＪＩＳ規格（日本工業規格）で標準化されたものを採用する。 

 

〇外国語表記 

・近年サインへの外国語併記が一般的になってきたが、サイン表示面内で外国語を複数併記すると煩雑

でわかりにくいサインになるおそれがあるため、本計画では国際語としても最も一般化している英語

表記との 2か国語とする。 

 

〇色彩計画 

・昨今は世界的に見ても多様性を理解し、男性は寒色系、女性は暖色系、といったジェンダーカラーで

区別しないような流れになってきている。よって、本計画ではピクトグラムは単色とする。 

・選定する色については実施設計段階での決定とするが、色覚の多様性に配慮し、すべての人に正しく

情報が伝わるよう、たとえば、色弱者の方が見分けづらい配色にしない等の配慮を行う。 

 

 

 

 

  

〇点字表記 

・視覚障害者の方への対応として総合案内版、フロア案内板、階段手摺等にはUV点字加工を施す。 

 

 〇エントランススロープの整備と既存大型館銘板の移設について 

・敷地南西の庄下川公園沿い下りスロープを歩行者、自転車使用者用アプローチとすることに伴い、 

「正面エントランスらしさ」を演出するために、下りスロープと正面大階段の間の緑地帯（現在の大

型催事ポスターケース位置）に中 2階レベルに設置されている花崗岩館銘板を移設する。 

・花崗岩館名板の移設先に設置されている既存大型催事ポスターケースはスロープ左手に移設する。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □写真 中 2 階レベルに設置されている既存花崗岩館名板。立派なものだが現状は視認性が悪い。 
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要   

 

1-10．接続ブリッジ新築計画 

 

（１）基本的な考え方 

  

 〇 本基本設計においては、「総合文化センター耐震化等整備プラン検討業務（2023 年 6 月）」におけ

る「ペデストリアンデッキ延伸整備の方向性」の結果を踏まえ、「既存ペデストリアンデッキ幅員

（約 10ｍ）のまま延伸する案」を採用する。 

 〇 接続ブリッジ用の敷地として、現在の総合文化センター、アルカイック広場、階段施設、の３敷地

から借地して整備する。そのうえで、１敷地に１建物として新築する。 

 〇 建築物の用途としては１階に倉庫１と倉庫２とする。建物屋上が歩行可能なように計画する。 

   接続ブリッジ単体で自立する構造設計とし、既存の「総合文化センター」と「ペデストリアンデッ

キ」とはエキスパンション-ジョイントで接続する。 

 〇 準耐火建築物として計画する。鉄骨造とし耐火被覆は行わない。 

 〇 周辺街区のにぎわい創出に寄与できるよう「ブリッジ」から直接、アルカイック広場にアプローチ

できる階段を設ける。 

 

（２）建物概要 

 

 〇 Ｐ0003（0.プロジェクト概要 0-7.接続ブリッジ工事概要） 参照 

 

 

（３）その他の留意事項 

 

 〇 接続ブリッジ下を大型車両が通行する可能性があるので、１階天井高さは 4.2ｍ以上（道路交通法

の車両制限高さ 3.8ｍ+0.4ｍ（余裕高））を確保する。 

 〇 外部仕上げ（外装パネル、手摺、床舗装材、等）は、既存ペデストリアンデッキとのデザイン的な

連続性を重視し、原則として同等の建材を使用する。 

 〇 夜間照明は、既存ペデストリアンデッキとの連続性を重視し同じ手摺レール内臓照明とする。 

 〇 外構は、若干の表層レベルの調整はあるが既存と大きくは変更しない。路盤は既存を存置すること

とし外構排水は既存のルートをそのまま使用する。 

 〇 接続ブリッジは単体の建物なので延焼ライン（１階：３ｍ、２階：５ｍ）が発生する。その対応工

事は本工事にて行う。 

 〇 既存のペデストリアンデッキと総合文化センターのコンコースとのレベル差は約３ｍである。 

このレベル差は全面スロープで解消する。 

〇 兵庫県福祉のまちづくり条例の基準を満たしているとはいえ全⾧ 40ｍ超の⾧大なスロープとなる

ため、レベル差は階段で処理した方が安全ではないか（車椅子・高齢者対応は EV で対策済）とい

う議論もあったが「一般道の坂道ではよく見られる形状なので問題なし」という判断がなされた。 

 

 

 
□写真 現状のペデストリアンデッキ終点部分。本建物に到達する直前で国道 2 号線に降りるしかない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図 接続ブリッジ側鳥瞰パース。ペデストリアンデッキを延伸し本建物コンコースに接続させる。 
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1-10．接続ブリッジ新築計画 



11,7058,250
X2X1

2,
4
5
0
2
,0
0
0Ⓐ

Ⓒ

Ⓑ

7,885

5
,
67
5

4
4
,0
5
0

8,250

Y1

Y8

Y1

Y7

Y4

6
,8
0
0

6
,
80
0

6
,
8
00

Y2

8
,2
0
0

8,
2
0
0

4
,
00
0

Y5

Y6

6,
8
0
0

Y3

Y7

11,705

60
0

1
,
72
5

1,
5
2
5

365

敷地面積　　　　　　　　　　　　　　　　

記号 面積

72番5　　　　　　　

Ⓐ(文化センター敷地から借地)　　

Ⓑ(アルカイック広場から借地)　　　　　　　　

Ⓒ(72番4から借地)

合計　　　　　　　　    

19.50㎡

697.89㎡

71.99㎡

266.98㎡

339.42㎡

　建築面積　　　　　　　　　　　　　　　　

記号 計算式 面積

ブリッジ Ⓐ

ブリッジ Ⓑ　　

 ブリッジ Ⓒ 階段　　

合計　　　　　　　    

7,885×5,675 44.75㎡

363.41㎡

23.41㎡

8,250×44,050

11,705×2,000

431.57㎡

10

3,400

X7 X10

Y5

Y1

Y2

Y3

Y4

2,600

2
,3
5
0

2,000

4
,
30
0

1,
6
00

1
0
,
55
0

1
,7
5
0

大型車P大型車P

Y1

A

F

37
,
6
00

X1 X2

Y2

29.47㎡

倉庫1

875 8758,250

6,
8
00

6
,8
0
0

6
,
80
0

8
,
20
0

8
,2
0
0

4
,
0
00

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

6,250

75
0

936

倉庫2

43.20㎡

8,250

排水溝存置

べデストリアン
デッキ下部

19,000

655

X1a

Y8

6
,8
0
0

150 150

Ⓑ
Ⓐ

Ⓒ

(72番5)

1
6,
6
3
7

10,010

1,301

15
,
71
1

10,100

1
1
,6
3
4

5
,8
3
2

4
4,
0
0
5

27
,
42
7

6,839

1
5
,
78
8

1,090

57
4

4,006

7,102

7,199

1
,1
0
3

10,574

15
,
7
23

1,181

(72番4)

アルカイック
広場敷地

文化センター敷地

10

3,400

260

X1 X2 X3

Y1

2,600 2,000

4,600

875

X4

75
0

936

X1 X2

4
,
0
00

Y6

Y7

6,250

8,250

X1a

Y8

6
,8
0
04
,5
0
0

6
,
60
0

①

②

150 150

15
0

1
5
0

4
,5
0
0

6
,
60
0

6,550

29.47㎡

43.23㎡

　延床面積　　　　　　　　　　　　　　　　

記号 計算式 面積

倉庫①　　

倉庫②　

合計　　　　　　　    

6,550×4,500

6,550×6,600

72.70㎡

10,000

8758,250

4,000

□ 敷地求積図、面積表、求積図 16021.建築計画概要 1-10.接続ブリッジ新築計画尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務



10

A

F

37
,
60
0

3,400

19,000X7 X10

10,000260

X1 X2 X3

Y1

Y2

Y3

Y4

2,600

2,
35
0

2,000

4,600

4,
3
00

1,
60
0

-100

UP

UP

UP

大型車P大型車P

X10X7

X1 X2 X3

Y1

Y2

Y3

Y4

2,600

2,
35
0

2,000

4,600

4,
3
00

1,
60
0

コンコース

UP

UP

１階平面図

Scale = 1/300

２階平面図

Scale = 1/300

19,000

10

A

F

37
,
60
0

3,400

UP

UP

Y5Y5

10
,5
50

1
,7
50

Y5

10
,5
50

1
,7
50

9.25㎡

8.17㎡

ブロック塀H2m撤去

ゴミ

庫1

ゴミ

庫2

ゴミ

庫1

屋根+5,050

+5,050

+4,845

X4

875 8758,250

ベデストリアン

デッキ下部

X5 X4 X5

260 10,000

ベデストリアン

デッキ

102075
0

(74番5)

ゴミ庫1撤去

オブジェ撤去

ネットフェンスH2m

撤去

高木(楠)H6m×5 

伐採伐根

排水溝撤去

ゴミ庫2撤去

オブジェ移設

中木(桜)H3m×5 存置

バルコニー手摺撤去

ホール棟2階スラブ撤去

(手摺とも)

排水溝撤去

アスファルト舗装t100撤去

排水桝、排水管路、

電気MH、電気管路、等は存置

排水溝存置

ペデストリアンデッキ

手摺撤去

3
,0
0
0

Y1aF

Y2

Y3

Y4

植込、縁石等撤去

工事対象範囲を

示す

4,000

※マンホール蓋等は舗装レベルに合わせて全交換

現況図・撤去図

□ 1階、2階 現況・撤去平面図 16031.建築計画概要 1-10.接続ブリッジ新築計画尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務



10

3,400

X7 X10

10,000260

Y5

X1 X2 X3

Y1

Y2

Y3

Y4

2,600

2,
3
50

2,000

4,600

4
,3
0
0

1
,6
0
0

1
0,
5
5
0

1,
7
50

UP

UP

UP

大型車P大型車P

10

A

F

3
7
,6
0
0

3,400

X1 X2 X3

2,600 2,000

4,600

UP

UP

UP

Y1

１階平面図

Scale = 1/300

２階平面図

Scale = 1/300

Y5

Y2

Y3

Y4

2,
3
50

4
,3
0
0

1
,6
0
0

1
0,
5
5
0

1,
7
50

Y1

A

F

3
7
,6
0
0

10,000

X1 X2 X2

Y1

Y2

Y8

29.47㎡

倉庫1

【新設】柱・基礎

UP

875

X4 X5

8758,250

6
,8
0
0

6
,
8
00

6
,8
0
0

8,
2
0
0

8
,
20
0

4
,0
0
0

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

260

Y1

8,250
X1

Y7

Y4

6
,
8
00

6
,8
0
0

Y3

6
,8
0
0

Y2

1
,6
0
0

6,250

7
50 936

8,
2
0
0

8
,
20
0

4
,0
0
0

Y5

Y6

【新設】排水側溝

1
,
05
0

55
0

8
,
45
0

1
,8
0
0

9
,
00
0

1,
8
00

9
,
00
0

1,
8
0
0

8
,
7
40

3
,0
0
0

Y1aF

Y2

Y3

Y4

倉庫2

43.20㎡

倉庫屋根

8,250 【新設】階段下進入防止柵

【新設】

倉庫2(薪能舞台資材)

壁厚300

【新設】

アスファルト舗装t50

粒度調整砕石t100

【新設】オブジェ移動

排水溝は文化棟建築工事

で計上

排水溝存置
設計GL+5,050

設計GL+5,170

設計GL+8,020

設計GL+8,020
【新設】EXP.J

設計GL-100

設計GL+130

設計GL-50

設計GL±0

設計GL-100

設計GL+325

設計GL-300

設計GL-200

べデストリアン
デッキ下部

デッキ
べデストリアン

ス
ロ
ー

プ
(1
/
1
2勾

配
)

コンコース

【新設】階段

【新設】EXP.J

植込み復旧

Ⓑ

Ⓐ Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ Ⓒ

a

a

2
,
45
0

10,900805

【新設】

排水溝グレーチング蓋

4,000

工事対象範囲を

示す

【新設】植栽

【新設】フェンス

【新設】芝生張

19,000

655

コンクリートブロック塀の

所有はアルカイック広場

19,000 X10X7

水勾配2%

【新設】RD100%

【新設】RD100%

【新設】RD100%

【新設】RD100%

X1a

460 230

【新設】手摺

460

120

160 180

【新設】RD100%

150540

Y8

8,250875 875

X4 X5

2
10

2
,
0
00

6
,
80
0

6
,
80
0

150 150

【新設】SHD-C01

スチール製フラッシュ引き戸

H2000×W1200 SOP

【新設】SHD-C01

スチール製フラッシュ引き戸

H2000×W1200 SOP

【新設】階段

UP

【新設】排水側溝

【新設】地流し

600×1000

※給水、雑排水、雨水、照明の接続先について適切に計画すること。

増築平面図

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 1604□ 1階、2階 改修平面図1.建築計画概要 1-10.接続ブリッジ新築計画



EXP.J

2,
97
0

5,
05
0

1,800

Y1

40,590550

▽階段棟 3FL

(1/12 勾配)

7,
69
5

階段棟 設計GL±0
文化棟 設計GL±0

▽OP±0

Y7

(1/12 勾配) (1/12 勾配) (1/12 勾配)

75
0

75
0

75
0

72
0

32
5

61
0

▽OP＋935

93
5 ▽OP＋610

42,040

8,
02
0

6,800

900

9,000

216.95

9,000 9,000 8,740

150

Y8

1,800 1,800

23
5 EXP.J

78
7.
57,
27
0

6,
52
0

8,
02
0

5,
77
0

アルミ化粧パネル

鉄骨柱400角

1,
87
6.
5

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

倉庫2

倉庫1

5,
81
8.
5

55
2.
5

H-900×300

H-300×300 H-300×300

ⒷⒶ Ⓒ

H-488×300

20
0

アルミ化粧パネル貼(t3) ブラケット手摺2段

磁器質300角タイル貼

押えコンクリート

塗膜防水層

QRデッキH=50のうえ、コンクリートt75
(溶接金網150×150×6)

EXP.J

2,
97
0

5,
05
0

Y1

▽階段棟 3FL
7,
69
5

階段棟 設計GL±0
文化棟 設計GL±0

▽OP±0

Y7

32
5

61
0

▽OP＋935

93
5 ▽OP＋610

8,
02
0

6,800

Y8

2,450 2,000

78
7.
5

アルミ化粧パネル

鉄骨柱400角

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

6,800 6,800 6,800 8,200 8,200 4,0006,650

Y3Y1

倉庫2 倉庫1

1,
87
6.
5

45
5

1,
32
9

1,
20
0

EXP.J

アルミ化粧パネル貼(t3) アルミ高欄(H=1300、照明付)

ブラケット手摺2段

スチール手摺

(H=1200、フッ素樹脂塗装)

アルミ化粧パネル

東立面図

断面図

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 1605□ 改修東立面図・断面図1.建築計画概要 1-10.接続ブリッジ新築計画



 

 

 
尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-11．庄下川公園改修計画  

 

1-11．庄下川公園改修計画 

 

（１）これまでの経緯と改修計画の基本的な考え方 

  

 〇 ホール棟設計当時（1979 年以前）においては、庄下川公園は現在のような形態ではなかったため、

公園の地盤レベルと著しく異なる部分は手摺壁を設け区画する設計になったと思われる。その後、

ホール棟の建設期間と並行して庄下川公園整備工事が別途、発注・建設され現在に至っている。 

以上のような経緯もあってか、残念ながら本施設と庄下川公園の相互の関係性はさほど強くはない。

特に公園の南側半分はお互いに背を向けた印象すら受ける。そこで、今回の計画において本施設と

庄下川公園との関係を強める工夫を行う。 

〇 本施設と庄下川公園を遮断している手摺壁を撤去すると同時に、公園の一部を改修しレベル差を解

消することによってシームレスに連読する一体的な空間を作り出す。但し、今回の公園内整備につ

いては、国道 2号線からの景観等に配慮した上で必要最小限とする。本施設と庄下川公園をデザイ

ン面、運用面などあらゆる点において一体感ある姿とするには、庄下川公園のコンセプトまで立ち

戻るべきであり、これは将来の検討課題とする。 

〇 改修のポイントは大きく３点とする。 

   ①本施設と公園を区画しているコンクリート手摺は全て撤去し、公園側の地盤レベル調整を行う

ことによって全面的にすり合わせ、自由に行き来ができるようにする。 

    ②公園中央の円形広場を改修し、屋外イベントの舞台として使えるよう計画する。この円形広場

を取り囲むように階段状客席を設け本施設のコンコースとつなげる。公園と本施設において

「見る、見られる」という関係を創り出すことによって一体感が生まれるように計画する。 

③公園南側正面の噴水の周囲を回る園路を一部改修し、2階コンコースに直接昇れるようにする。

この園路のスロープ勾配等は「兵庫県福祉のまちづくり条例」の整備基準に適合した仕様とし、

高齢者や車椅子の方々が安心して使えるようにする。 

 

（２）その他の留意事項 

 

 〇 庄下川公園は、別名としてアウクスブルク広場とも呼ばれている。これは、ドイツ・バイエルン州

にあるアウクスブルク市と尼崎市が姉妹都市であることに由来する。（妹都市提姉携 1959 年） 

公園内には 1979 年にアウクスブルク市より寄贈されたマイルストーン（ローマ時代の里程標のレ

プリカ）を始め、これまでに寄贈された多くのモニュメントが展示されている。 
 〇 公園にはアウクスブルク市寄贈品だけではなく「陽がのぼる（名誉市民を顕彰する会寄贈）」等も

展示されており、いわば美術庭園のようになっている。本計画では、この潜在的な価値を最大限に

生かし、庄下川公園と本施設とが一体となって魅力を発信する「文化・芸術の拠点」創りを目指す。 

 〇 ホール棟 1 階の西側外壁はほとんどが庄下川公園に埋まっており土圧を受けている建築形態にな

っているが、2ヵ所にドライエリアが設けられている。これはホール棟 1階車路の自然採光と自然

換気に配慮したものと考えられる。しかしながら、法的な制約があるものではないので、この 2か

所の開口部は、今回の耐震補強工事において新設耐震壁で塞いで埋め戻し、公園との連続性をより

強化した計画とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□図 国道 2号線に面した南側入口。正面に噴水が見える。 
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□図 公園の改修イメージ。円形広場を舞台に見立て階段状客席がコンコースにつながるよう計画する。 

 
□写真 庄下川に向いている現在の円形広場とマイルストーン。手前は敷地を区画している手摺。 
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2.31 2.53
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+2400

+2400

12 13

1
2

3
4 5 6 7 8

9
10

11
12

UP
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Ⓐ

Ⓓ

Ⓔ
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Ⓐ

Ⓑ Ⓑ

Ⓒ
ⒹⒺⒻ

Ⓖ

植込

△
敷

地
境
界
線

植込

(FL-200)

視覚障害者誘導標識
＋手摺

マンホール

改修範囲:

公園範囲: 4,299㎡

1,185㎡

2.25

+2300

:現況地盤高さ

:計画地盤高さ

公園改修図公園現況図・撤去図

既存スロープ撤去

スラブ及び

コンクリート手摺撤去

ドライエリア2ヶ所撤去し

埋戻し

「マイルストーン」

オブジェ撤去・移設

L型擁壁築造：L≒31ｍ +

リン酸処理スチールFB手摺H1100

「陽がのぼる」オブジェを

撤去・移設 

スロープ状遊歩道(5%):

土間コンクリート+

花崗岩舗装

ベンチ撤去

歩道改修

石畳撤去

「陽がのぼる」オブジェを移設 

ステージ改修

石積擁壁撤去

スロープ:

土間コンクリート+

花崗岩舗装

「マイルストーン」

オブジェを移設 

既存スロープ（7%）

園路の高さ変更に伴い階段改修:

土間コンクリート+花崗岩舗装

客土+芝生張

客土+芝生張

横断面

擁壁立面図

ラクウショウ(苗木)植樹:11本

樹木の間隔は7m程度とする

※ホール棟の手摺壁及び

  持出スラブの撤去は

  ホール棟本体工事に含む

仮BM+4500 h=4500
設計GL=仮BM-4500=±0

仮BM+4500 h=4500
設計GL=仮BM-4500=±0

園路の高さ変更に伴い

土盛り+低木植栽

ステージ状広場：

14000φ

土間コンクリート+

100角タイル模様貼り

階段：

土間コンクリート+花崗岩舗装

階段状遊歩道:

土間コンクリート+

花崗岩舗装

階段状遊歩道:

土間コンクリート+

花崗岩舗装

自然石サークルストーン

1000φ

ステージ中央：6000φ

土間コンクリート+

モザイク花崗岩模様貼り

1-11.庄下川公園改修計画1.建築計画概要 1703□ 庄下川公園改修平面図尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務

※給水、雑排水、雨水、照明

について適切に計画すること



2025年度（令和7年度） 2026年度（令和8年度） 2027年度（令和9年度） 2028年度（令和10年度） 2029年度（令和11年度） 2030年度（令和12年度） 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

●9月議会 ●9月議会

◎DB入札公告 ◎落札者決定 ◎工事説明会

　業者選定作業 　業者選定作業 ◎仮契約 　調整

　財団 閉館準備

　引越 ◎グランドオープン

本契約◎ ◎実施設計成果物納品

　設計 実施設計（9ヶ月） ◎設計仕様合意

　積算・調整

1 2 3

　準備 総合文化センター　全面閉鎖期間(47ヶ月） 開館準備(3ヶ月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

◎ホール棟9/1着工

閉館◎ ホール棟　耐震補強・改修工事(38ヶ月） ◎　竣工検査・引き渡し

〇ホール棟 ホール使用中 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

◎文化棟3/1着工

閉館◎ 文化棟　減築・改修　全体工事（47ヶ月） ◎　竣工検査・引き渡し

〇文化棟 文化棟使用中 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

◎工事着手 ◎　竣工検査・引き渡し

〇接続ブリッジ 1 2 3 4 5 6 7 8 9

接続ブリッジ工事（9ヶ月）

　庄下川公園　一部閉鎖(9ヶ月）

〇庄下川公園 1 2 3 4 5 6 7 8 9 庄下川公園　全面閉鎖(47ヶ月） ※庄下川沿い遊歩道は通行可 ◎　竣工検査・引き渡し

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

◎　竣工検査・引き渡し

尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務 1_建築計画概要 1-12.　工事計画 □　工事工程表　(参考） 1801

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３
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5,000 5,000 5,000 5,550 5,550 5,550 5,550 5,550 5,550 5,550 5,000 5,000 5,000

②

①

事務所

7.2×24.0×3F

ホテル動線整備(人専用)

幅3.0m(アスファルト舗装)

1階仮囲い

フラットパネルH3.0m

タワークレーン×1基

作業半径40m

1階仮囲い

フラットパネルH3.0m+防音シートH1.8m

仮設ヤード

ロングスパンEV×1基

仮設ゲート②

※使用時は警備員1名配置

[文化棟]

外部足場 900枠

防音パネル

フェーズ①～フェーズ②

までの期間、朝顔設置

歩道橋EV 

稼働中

市民利用中

工事車両動線

ホテル利用(歩行)者動線

1階仮囲い

フラットパネルH3.0m

④

仮設ゲート④

※通常は閉鎖

1階仮囲い

フラットパネルH3.0m+防音シートH1.8m

工事関係者駐車場

仮設ゲート①

※警備員1名配置

仮設計画図(1)-1階 フェーズ① 

1-12.工事計画1.建築計画概要 1802□ 工事仮設計画(1)-1階 フェーズ①尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務

閉鎖：文化棟、ホール棟
稼働：歩道橋EV、歩道橋階段

参考図
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外部足場 900枠

防音パネル

1階仮囲い

フラットパネルH3.0m+防音シートH1.8m

ホテル動線整備(人専用)
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閉鎖：文化棟、ホール棟
稼働：歩道橋EV、歩道橋階段
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仮設計画図(3) フェーズ③ 

・歩道橋工事開始
・敷地内工事事務所引越し→場外貸事務所
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閉鎖：文化棟、ホール棟
稼働：歩道橋EV、歩道橋階段
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